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第 1 部  
 
第 1 章 変化する経済・社会の中で揺らぐキャリア  
１． 進展する技術革新とグローバル化の影響  
1.1 技術革新とグローバル化  
1.2 雇用への影響  
２．わが国における雇用環境の悪化  




3. 2 広がる雇用不安  
４．広がる停滞・減退感  
4.1 低下する生活満足感 .  











6.1 推計指標  
6.2 調査方法  
6.3 推計指標の作成 
6.4 キャリア劣化状況の推計 
6.5 キャリア劣化と将来の職業生活の予想  
７．まとめ  
 






2.2 キャリア形成に関わる諸要因よ職業生活満足度の分析  
３． 方法 
3.1  調査方法  
3.2 調査対象者及び分析調査対象者  







１ 問題と目的  
1.1 問題  
1.2 目的  
1.3 研究の手順  
２．方法  
2.1 調査及び分析対象者  












2.1 派遣労働者のキャリア形成の視点が欠けている現状  





第６章 リストラの切迫に関わる正社員反応と経営管理  
１．問題と目的  
1 問題  
1.2 目的 
1.3 職業生活姿勢  
1.4 職業生活見通し 
1.5 仕事の実力  
1.6 職務外での準備  
２．方法 
2.1 調査方法及び対象者 .  
2.2 分析の対象とする変数調査項目 
2.3 リストラ関連  
2.4 職業生活姿勢  
2.5 職業生活見通し 
2.6 仕事の実力  
2.7 職務外での準備  
2.8 分析の手順 
３．結果 .  
3.1 関係尺度の作成  






第７章 キャリア劣化とリストラ  
１．目的  
２．方法 
2.1 調査方法及び対象者 .  
2.2 分析に使用した変数 
2.3 分析の手順 
３．結果 .  
3.1 類型別のキャリア劣化関係変数の比較  




第 3 部  






















3.1 キャリア劣化の複合 要因  
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廣川 進 （大正大学人間学部心理学科教授） 
石山 恒貴（法政大学政策創造研究科准教授） 
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２．評価 
 
2.1 論文の成果 
 本論文は、「正規社員」および「非正規社員」を対象に、複数にわたる量的調査によって、
亀島氏が定義し検証・発見した社内通用性と社外通用性からなるエンプロイアビリティに、
新たな環境適応性を加えた「拡張エンプロイアビリティ」を中心におき、その概念性と実
態を多方面から分析、考察したものである。 
 本研究では、 
・社内通用性と社外通用性からなるエンプロイアビリティに、新たな環境適応性を加えた
「拡張エンプロイアビリティ」の低下それ自体が、「キャリア劣化」を構成する要因となる 
・拡張エンプロイアビリティの向上・維持には新たな環境への適応が必要 
・新たな環境への適応は加齢に伴い低下する 
・男性非正規社員の場合、状況格差と意識格差の相互因果関係がある 
・働く者と環境の両者に介入するキャリア・エージェント機能の不在が、キャリア劣化の
要因となる 
・正社員にとってリストラはキャリア劣化の契機となり、リストラ不安の高まりも克服に
はつながらない 
・リストラ切迫時に厳しい状況に置かれる人は、職業生活において自律性、計画性が低く、
組織を優先する傾向がある 
 という事実が明らかになっている。 
 本論文の主要な意義は、次の３点に要約できよう。 
 第１に、「キャリア劣化」という概念の定義と考察を行ったところである。ICT をはじめ
とする技術革新、グローバル化の進展に伴って、企業間競争は激化し、産業・就業構造も
大きく変わっていく中で、環境変化と個人の状態の変化の相互作用の中で、取り残され、
より好ましくない状態になっていく可能性が多くの人々に広がっている。この可能性は従
来問題とされながらも、概念化、明示化されることはなかった。本論文の意義は、この複
雑性の高い「キャリア劣化」を明確に概念化したところにある。 
第２に、本論文は、なぜキャリア劣化に至るのかという原因について徹底的に調査分析
と考察を展開している。 
・社内通用性と社外通用性からなるエンプロイアビリティに、新たな環境適応性を加えた
「拡張エンプロイアビリティ」の低下それ自体が、「キャリア劣化」を構成する要因となる 
・拡張エンプロイアビリティの向上・維持には新たな環境への適応が必要 
・新たな環境への適応は加齢に伴い低下する 
・男性非正規社員の場合、状況格差と意識格差の相互因果関係がある 
という事実の発見、議論展開は、従来には発見できなかった視点からの考察であり、オ
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リジナリティーの高い、意義あるものと評価できる。 
第３に、政策的なインプリケーションにおける指摘がバランスのとれた示唆に富むもの
である。 
・生涯学習における職業能力開発の中核的位置づけ 
・企業内訓練への外部検証の導入 
・地域における産官学によるキャリア再生拠点の整備 
・高齢化に対応した学習システムの導入 
・キャリア・エージェント機能の拡充 
という提言は、斬新で創造的であると同時に、実行可能性も高いものである。 
 
2.2 残された課題 
 以上のように亀島氏の論文には、学術的な寄与において、また政策提言という点での寄
与において、多くの成果を認めることができる。しかし、従来にない創造的な提言である
だけに、その反面としての残された課題もある。例えば、審査会では、次のような点が指
摘されている。 
第 1 は、キャリア劣化という問題に対して、提言がなされており、個々の施策の提案には、
それぞれ納得がいく理由がある。しかし個々の施策を実施した場合に、キャリア劣化の状
態にある労働者に対し、具体的にどのような効果があるのか、現時点では明らかになって
いない。本論文の研究成果を生かし、今後は予測される具体的な効果など、政策的な面で
の分析を行うことが望まれる。 
第２に、特にキャリア・エージェント施策については、キャリア劣化の対策の中核となる
べきものと考えられる。しかしキャリア・エージェント機能の担い手、具体的な改善方法、
実現に向けた道筋など、詳細まで提言されているわけではない。 
今後の課題として、リサーチ・フィールドは、民間、キャリアコンサルタントなど広い領
域にわたるとは考えられるが、さらに継続的に研究を進めることが望まれる。 
第３に、本論文は、マクロ的観点とミクロ的観点の双方を論じている意欲的なものであ
り、またダイナミックな考察になっている。しかしマクロ面とミクロ面の接合は実際には
政策的に難しい面も多く、さらに精緻化を進めていく必要があろう。これは亀島氏の論文
のみならず、キャリアという観点で、学界全体で考えていくべき問題でもある。 
  
3 結論 
以上のように亀島哲氏が提出した学位請求論文は、テーマ設定、分析手法と内容などの
いずれの点をとっても、オリジナリティーと学術的な寄与が認められ、博士号の授与に値
するものと考えられる。 
本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、亀島哲氏に学術博士（Ph.D）
に相当する博士号（政策創造）が授与されるべきであるとの結論に達した。 
